
 

 

 

 

 

“最高の思い出” 運動会 （１０月２５日） 
多くの来賓の方々にご臨席を賜り、砂取小学校運動会が

行われました。当日は好天にも恵まれ、子どもたちの笑顔

と一生懸命に頑張っている姿が随所に見られました。低学

年の競技ではかわいら

しい姿に微笑み、高学年

の競技では成長した姿

に感動してご覧いただ

けたことと思います。 

ご来場いただいた方々、応援ありがとうございました。

子どもたちは、今度は学習発表会（１２月１９日）に向け

て頑張っていきます。 

「読書で玉入れ」 の結果！ 

   白：１１４３こ  赤：１３４３こ 
「読書で玉入れ」の結果は、赤組の勝ちでした。白組も

赤組もよく読書を頑張りました。平均すると、一人６冊

の本を借りたことになるそうです。“読書の秋”これか

らもたくさん本を読んでほしいものです。 

 

「心かがやけ月間」 （１１月） 
１１月は「心かがやけ月間」です。自分や他の人の気持ちを考えて大事にすることを考え

たり、気になる言動を改めたりすることを頑張る月間です。併せて生活目標も「いじめをゆ

るさない」となっています。   

２年前の全校集会で、「『いい心の種』と『悪い心の種』」の話をしました。 

簡単にお伝えしますと、 

「人は生まれた時に、『いい心の種』と『悪い心の種』を持って生まれてくる。どちらも一緒に成

長しはじめるが、悪い心の成長はいい心よりも速い。だから、心の勉強をしたり、自分のことや

お友達のことを考えたりして自分を振り返ることで悪い心を削って小さくしないと、いい心よ

りもはるかに大きくなってしまって、もう手が付けられなくなる。 

 だから、心の勉強（人権を考える学習）で自分を振り返ることを繰り返して、悪い心を削って

小さいままにしておくことがとても大事なのである。」 

というようなお話です。 

 学校経営の３つの合言葉の一つ「いい感じ」に大きくかかわる「心かがやけ月間」です。

これまで以上に、「ふわふわ言葉」がいっぱいの、思いやりあふれる「いい感じ」の学校に

なっていってほしいと思います。 
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